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〈表紙のことば〉	 野良猫の恩返し
　この写真は私にとって千載一隅の記念すべき１枚と
なった。
　どんなに準備万端を尽くしたとしても、どんなカメラ
をもってしてもこのアングルでこの風景を撮ることは神
様の助けがなければできないことだと思う。
　昨年12月10日、友人と山陰・足立美術館と出雲大社
を巡るツアーに参加した。羽田発の座席は A 席。ラッ
キー！窓際だ。しかも後部座席で主翼から離れていてい
るので視界が開け風景をパノラマで見ることができる。
航路次第では真白な雪を冠ぶった富士山の近くを通るか
も。高度12388フィート、冬枯れた山々の内に壮大な富
士山が現れた。幾筋もの谷と雪でコントラストを描いて
いる初冬の希少なタイミング。この写真を見て妻は、「こ
んな富士山の写真は初めて！これに出会えたのはきっと
猫の恩返しね」と言った。「そう思う」と私も応えた。
　5年ほど前から野良猫にエサをやっている。羽田空港
に面した運河沿いの遊歩道は私の毎日の散歩コースであ
る。そこに飼主が去って取り残された猫がいた。その痩
せ細った猫にエサをやったのが縁、シロと名付け毎日毎
日、休日にもエサをあげに行っている。しかしシロは未
だ一度も触れさせてくれない。�（写真・文　尾針輝男）
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新年のごあいさつ

　新年あけましておめでとうございます。
　皆様方におかれましてご家族とも穏やかで良い年を迎
えられたことと心からお喜び申し上げます。
　皆様方には日頃から当会の運営に格別のご支援ご協力
を頂き誠にありがたく厚く御礼申し上げます。
　さて令和7年を振り返って見ますと、依然自然災害が
多く2024年1月1日石川県能登地震で復興も治ら無い中、
各地で地震又大規模山林火災がありました。又生活面で
は物価高騰が続き特に米の価格では大きな社会問題とな
りました。又ビッグニュースで日本で初の女性内閣総理
大臣が誕生しました。
　しかしそのような社会情勢の中で沢山の感動と喜びが
ありました。まず大阪関西万博が開催されました。テー
マは「いのち輝く未来社会」夢のような空を走る車等お
どろき一杯の世界を実現、又ノーベル賞に2名、坂口志
文様（生理学・医学賞）北川進様（化学賞）が受賞、日本
の科学技術の高さを示してくれました。そして私たちに
勇気と希望・感動を与えてくれた一年でありました。
　このような状況の中、品川納税貯蓄組合連合会は、税
環境を良くするため沢山の事業を展開し取り組んでまい
りました。令和7年2月には確定申告時期にあわせて JR
品川駅自由通路に横断幕を設置「納税はキャッシュレス
納付で期限内に !」裏面に「国税の申告は e-Tax 地方税
の申告は eLTAX」の標語を掲示しました。3月には品
川税務署入口に納連コーナー設置、振替納税の呼び掛け
を行いました。5月には都税・区税合同主催の「春の納
税キャンペーン」事業に参加しました。7月 中学生の「税
についての作文」原稿依頼、9月「しながわ宿場まつり」
参加 「納税はキャッシュレスで期限内に !」パンフレッ
ト配布、11月「税を考える週間」JR 大崎、目黒不動前
商店街に貯金箱配布、納税備蓄とキャッシュレス納付を
テーマに事業主に対して一軒一軒配布啓蒙しました。12
月には「中学生の『税についての作文』」優秀作文に対
し中小企業センターホールで表彰式を行いました。今年
度品川税務署管内10校参加、1084編が提出され昨年比
208編も増加しました。
　このように品川納税貯蓄組合連合会は地域の納税環境
を整えよりよい豊かな社会にするため税に対する啓蒙活
動をいささかなりともアピールしてまいりました。これ
ら事業を行うにあたり国税・都税・区税・各商店街・町
会・業種別組合の皆様のご協力を頂き大変ありがとうご
ざいました。
　結びにあたりまして本年皆様にとりまして健康で幸多
い年でありますことを心から祈念申し上げ新年のご挨拶
といたします。

　新年あけましておめでとうございます。
　令和８年の年頭にあたり、品川納税貯蓄組合連合会の
皆様に謹んで新年のお祝いを申し上げます。
　旧年中は、東條会長をはじめ役員並びに組合員の皆様
には、税務行政の円滑な運営に深いご理解と多大なるご
協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
　貴連合会におかれましては、「税を考える週間」の事
業として、大崎駅周辺の商店街での戸別訪問による消費
税完納キャンペーンや税務連絡協議会によるキャッシュ
レス納付共同推進宣言を行うなど、期限内完納とキャッ
シュレス納付を積極的に呼び掛けていただきました。
　また、国税庁と共催で行っている「中学生の『税につ
いての作文』」につきましては、昨年を上回る1,084編の
応募がありました。さらに、盛大な表彰式を開催してい
ただき、優秀賞を受賞した生徒さんと保護者の皆さんの
笑顔を見ることができました。
　これもひとえに、貴連合会の皆様が、次代を担う中学
生に対する租税教育の重要性を認識され、募集事業に熱
心に取り組んできたことの成果であります。
　改めて深く感謝申し上げますとともに、本年も貴連合
会の活躍をご期待申し上げます。
　さて、国税庁では、「あらゆる税務手続が税務署に行
かずにできる社会」を目指し、３つの柱である「納税者
の利便性の向上」、「課税・徴収事務の高度化・効率化」
及び「事業者のデジタル化促進」に取り組んでおります。
　特に、「納税者の利便性の向上」につきましては、
e-Tax による申告書・申請書等の提出、振替納税やダイ
レクト納付によるキャッシュレス納付、納税証明書のオ
ンライン請求などの施策に取り組んで参ります。
　引き続き、皆様と連携・協調を密にしていくこととし
ておりますので、今後とも税務行政に対しまして、より
一層のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。
　そうした中、間もなく所得税等の確定申告の時期を迎
えますが、マイナンバーカードを利用したスマートフォ
ンによる申告に当たっては、マイナポータル連携をご利
用いただくことで、給与所得の源泉徴収票の情報のほか、
医療費やふるさと納税などの必要な各種証明書等のデー
タが、自動入力されるなど利便性がさらに向上しており
ますので是非ご利用いただきたいと思います。
　なお、ご利用の際にはマイナンバーカード及び電子証
明書の有効期限を確認していただき、更新する必要があ
る場合には、確定申告時期に集中しないよう、早期に手
続を行っていただくようお願いいたします。
　最後となりますが、今年の干支は「丙午」でございま
す。午年は力強さ、情熱を表し、目標に向かって前進す
るエネルギーに満ちた年と言われております。品川納税
貯蓄組合連合会におかれましても益々のご発展と組合員
の皆様のご健勝並びに事業のご繁栄を祈念いたしまし
て、新年の挨拶とさせていただきます。

品川納税貯蓄組合連合会会長

東　條　辰　夫
品川税務署長

石　﨑　浩　文
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新年のごあいさつ

　新年、明けましておめでとうございます。
　品川納税貯蓄組合連合会の皆様におかれましては、晴
れやかに新春をお迎えのことと、お慶び申し上げます。
　貴会におかれましては、「都区合同納税キャンペーン」
や「しながわ宿場まつり」での PR 活動、「消費税完納キャ
ンペーン」など、地域に根ざした啓発活動に精力的に取
り組んでいただきました。また、中学生の「税について
の作文」を通じた租税教育や経営者研修会の開催など、
幅広い活動にご尽力いただきました。
　皆様は税務だけでなく地域社会でもリーダーシップを
発揮されており、その豊富なご経験と信頼に裏打ちされ
た率先垂範の姿勢は、多くの方から共感を集め、社会に
欠かせない「税」の基盤となっています。
　こうした貴会の活動は、都税事務所の適正・公平な課
税・徴収にも大きく寄与し、税務行政の信頼性向上に欠
かせないパートナーとなっております。改めて感謝申し
上げます。
　東京都では現在、デジタル技術を活用した行政サービ
ス改革を推進しております。
　特にキャッシュレス納税は、納税の利便性を高めるだ
けでなく、現金の取扱いに伴う労力やコストの削減にも
つながり、社会全体の効率化にも貢献する重要な取り組
みであり、今後もその利用拡大に努めてまいります。
　皆様にご納付いただいた都税は、防災まちづくりや子
育て支援、国際競争力の強化など、さまざまな施策の推
進に活用され、一人ひとりが輝く明るい「未来の東京」
を実現するための大切な財源となっております。
　品川都税事務所としても、引き続き信頼される税務行
政の運営と都税収入の確保に全力で取り組んでまいりま
す。今後とも、税務行政の良き理解者として、ご支援と
ご協力を賜りますようお願い申し上げます。
　結びに、品川納税貯蓄組合連合会の益々のご発展と、
会員の皆様のご健勝、事業のご繁栄を心よりお祈り申し
上げ、新年のご挨拶とさせていただきます。
　本年もどうぞよろしくお願いいたします。

　新年あけましておめでとうございます。
　品川納税貯蓄組合連合会の皆様におかれましては、健
やかに令和８年の新春をお迎えられたこと、謹んでお慶
び申し上げます。旧年中は、会長をはじめ役員ならびに
会員の皆様には、税務行政はもとより、品川区政全般に
わたりご理解とご協力を賜りまして、厚くお礼申し上げ
ます。
　昨年の納税意識の啓発活動では、59 回目となる中学
生の「税についての作文」募集事業にて次代を担う子ど
もたちの租税教育の推進に取り組んでいただいておりま
す。また、５月の大井町駅前や９月の宿場まつりにおけ
る街頭キャンペーン活動など、精力的な活動を展開され、
納税のさらなる推進にご尽力いただきました。これらの
多彩な活動に改めて感謝申し上げる次第です。
　さて、区政運営の主な原資は区税収入であり、この貴
重な財源を有効活用して、ウェルビーイングな社会の実
現に向け、防災をはじめ子育てや高齢者施策など区民の
ニーズをしっかりととらえ施策に取り組んでいく必要が
あります。そのためには、区の根幹的な収入である区税
収入の安定した確保が重要となります。引き続き、区民
の方から信頼をいただける公正・公平な賦課徴収を基本
とする税務行政に努めるとともに、効果的・効率的な区
政運営を行ってまいります。
　品川納税貯蓄組合連合会の皆様方におかれましては、
今後とも品川区の税務行政に対する一層のご支援、ご協
力を賜りますよう心からお願い申し上げます。
　年頭にあたりまして、品川納税貯蓄組合連合会の益々
のご発展と、会員の皆様方のご健勝ならびに事業のご繁
栄を心から祈念いたしまして、新年の挨拶とさせていた
だきます。

品川都税事務所長

藤　　　浩　之
品川区長

森　澤　恭　子
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令和7年度 中学生の 「税についての作文」
　全国納税貯蓄組合連合会は国税庁の共催事業として、中学生の「税についての作文」募集活動を行っ
ています。将来を担う中学生の皆さんに「税」について関心を持ってもらい、税についての正しい知
識と理解を深めてもらうことを目的とした事業で、品川納税貯蓄組合連合会においても最も重要な活
動の一つです。
　今年度は、品川税務署管内から10校、1,084編もの作品の応募がありました。ご協力いただきまし
た各中学校ならびに品川区教育委員会に感謝申し上げます。

● 作文審査会　令和7年9月25日（木）
　二学期の始まりとともに各中学校で取りまとめられた応募
作品は、品川税務署での一次審査で30作品にまで絞り込ま
れました。その後審査委員による採点評価が集計され、審査
会の冒頭、品川税務署日野統括官より集計結果が報告されま
した。
　審査委員はそれぞれ候補作品について感想・所感を述べ、
千葉顧問による講評で審査会は締めくくられました。

★東京国税局管内納税貯蓄組合連合会会長賞
「災害復興に使われる税金」
私立攻玉社中学校� 髙 橋 直 樹 さん
★東京国税局管内納税貯蓄組合連合会会長賞
「『推し活納税』と選べる自分の未来」
品川区立大崎中学校� 土 橋 茉 優 さん
★東京国税局管内納税貯蓄組合連合会優秀賞
「未来からの請求書」
品川区立東海中学校� 福 久 葵 衣 さん
★品川税務署長賞
「税金によって広がる視野」
品川区立冨士見台中学校�佐 藤 友 理 さん
★品川税務署長賞
「税金と私たちの今、未来」
品川区立日野学園� 中 内 優 衣 さん
★品川都税事務所長賞
「税と図書館」
私立攻玉社中学校� 中 村 航 晴 さん
★品川区長賞
「正しい知識をつけて大人になろう」
品川区立品川学園� 鈴 木 真 桜 さん
★品川区教育長賞
「税によって彩られている暮らし」
品川区立東海中学校� 長谷川心美 さん

★品川納税貯蓄組合連合会会長賞
「未来への投資」
品川区立日野学園� 青木隆之介 さん
「医療と税」
品川区立八潮学園� 岩井日菜子 さん
「私たちの未来をつくる税金」
品川区立浜川中学校� 太 田 莉 渚 さん
「自然を守る税金」
品川区立大崎中学校� 片 岡 柊 綺 さん
「知ることの大切さ」
品川区立鈴ケ森中学校� 小 柳 飛 空 さん
「身近な事から学ぶ納税の大切さ」
品川区立東海中学校� 佐 藤 璃 子 さん
「中学生が使う税金」
品川区立伊藤学園� 直江あまね さん
「未来をつなぐ税金」
品川区立品川学園� 中 路 怜 那 さん
「税の在り方」
品川区立冨士見台中学校� 口 裕 人 さん
「見えない『ありがとう』の連鎖」
私立攻玉社中学校� 水 野 彰 太 さん
★作品募集協力校感謝状
私立攻玉社中学校

作文審査会の様子
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● 作文表彰式　令和7年12月10日（水）
　今年度の作文表彰式は「品川区中小企業センター」3階レクリェーションホールで開催されました。
司会は渡辺副会長、吉野副会長の開式の言葉、国歌斉唱の後、各賞贈呈がはじまりました。
　その後主催者として東條会長の挨拶、ご来賓として品川税務署長石﨑様、品川都税事務所長藤様、
品川区教育長伊﨑様、品川区長代理宮澤税務課長様からお祝辞を頂戴しました。その後優秀作の作文
朗読が披露されました。受賞の生徒さん方もセレモニーを通じて緊張していたようでしたが、式後の
記念撮影や先生・ご家族・友人とのスナップ撮影では笑顔に包まれました。きっと中学校生活の素敵
な記憶に残ることでしょう。

作文表彰式　受賞の方々と作文を朗読する大崎中土橋さん

作文を朗読する攻玉社中髙橋さん

● 一日税務署長イベント　令和7年12月11日（木）
　表彰式の翌日、「一日税務署長イベント」が開催され、品川税務署長賞を受賞の佐藤友理さん（冨
士見台中）と中内優衣さん（日野学園）が揃って「一日税務署長」を体験しました。
　署長となる委嘱状が手渡され、署長となったお二人にはタスキと真新しい署長の名刺が渡されます。
普段は署長しか座ることのないデスクで電話をとったり、電子決裁文書に目を通しパソコン上でク
リック、その後決裁された「協力依頼文」を東條会長に手渡しました。お二人はその後税務署内をゆっ
くり視察しました。

一日税務署長 センター左から中内さん佐藤さん

署長デスクで電話をとる佐藤署長

署長デスクで電子決済を行う中内署長
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中学生の「税についての作文」受賞作品の一部をご紹介いたします。

東京国税局管内納税貯蓄組合連合会会長賞

災害復興に使われる税金
� 攻玉社中学校　三年
� 髙橋　直樹
　僕はニュースで地震や豪雨の被害を目にするたびに、
自然災害の恐ろしさを強く感じます。突然の揺れや水害
によって家を失ったり大切な人を亡くしたりする人々の
姿を見て、胸が痛みました。そして同時に、僕たちの社
会がどのようにして被災地を支えているのかを考えるよ
うになりました。その答えの一つが「税金」です。
　災害が起きると、多くの人が避難所に身を寄せます。
その避難所の設置や運営に必要なお金、食料や毛布と
いった支援物資の提供には、税金が使われています。ま
た、被害を受けた道路や橋、学校や病院を再建するのも
税金によって支えられています。テレビで映る新しい仮
設住宅や復旧した道路を見たとき、僕は「誰かの納めた
税金が、こうして困っている人を助けているのだ」と実
感しました。
　普段、僕たちは税金のことをあまり意識しません。大
人たちが働いて納めているお金がどのように使われてい
るのかを考える機会は多くないと思います。けれども、
災害復興の場面では税金の役割がとても分かりやすく現
れています。もし税金という仕組みがなければ、被災地
の復旧は個人の力や寄付だけに頼らざるをえず、必要な
支援が十分に届かないでしょう。税金は「困ったときに
みんなで支え合うためのお金」だと気づきました。
　また、僕は災害復興に使われる税金を知ることで、日
本人の「助け合いの心」についても考えるようになりま
した。災害はいつどこで起きるか分かりません。今日は
自分が安全でも、明日は被災者になるかもしれません。
だからこそ、国民全員で少しずつお金を出し合い、被害
を受けた人を支えることは、とても公平で温かい仕組み
だと思います。
　もちろん、税金は復興だけでなく教育や医療など、さ
まざまな分野に使われています。
けれども、災害の時に役立つ姿を見ると、「税金はただ
取られるものではなく、社会全体を守る大切なお金だ」
という思いがより強くなります。将来、僕も社会人になっ
て税金を納めるようになったら、「自分のお金が誰かの
助けになっている」と考えながら誇りを持って働きたい
です。
　これからも自然災害は避けられないかもしれません。
しかし、税金を通じて僕たちが支え合う仕組みがある限
り、困難を乗り越えていけるはずです。災害復興に使わ
れる税金について考えたことは、僕にとって「社会の一
員としての責任」を意識するきっかけになりました。

「推し活納税」と選べる自分の未来
� 大崎中学校　九年
� 土橋　茉優
　ある週末、私は家族で故郷の南会津に行きました。南
会津へ車で移動中、父が
「計画中の道路の事業が進んで、移動が楽になったらい
いな。」
と言っていました。南会津に向かう道には途中から高速
道路がなく不便に感じているそうです。父に聞くと、そ
の道路は栃木西部・会津南道路といい、二十七年も前か
ら整備することが望ましい路線に指定されていることを
知りました。
　私はこの話を聞き、どのような仕組みがあればこの道
路の整備を進めることができ、国に私たちの意見を伝え
られるのか考えました。
　そこで考えたのが「推し活納税」です。これはふるさ
と納税のように、自分で国税の使い道（応援したい国の
公共事業など）を決めて寄付をし、その返礼として国は
その公共事業を推進させるという仕組みです。納税によ
り自分が応援したい国の公共事業などの活動を支え、推
し進められるから「推し活納税」です。
　私は、この機会に改めてふるさと納税について調べて
みました。ふるさと納税とは、生まれたふるさとや応援
したい自治体に寄付ができる制度です。住民税の控除を
受けることができ、地域の特産物をもらえることもあり
ます。
　ふるさと納税で住民税を応援したい地方自治体に納め
るように、「推し活納税」では所得税を応援したい国の
公共事業に納めます。これにより、ふるさと納税で「自
分で地方税の使い道を選べる」ように、「推し活納税」
では、「自分で国税の使い道を選ぶ」ことが可能になり
ます。
　私はこの税の作文で住民税が地方税であること、所得
税が国税であるということを初めて知り、税の種類の多
さと自身の知識不足、税への無関心さを再認識させられ
ました。だからこそ、こんな私のような人でも「推し活
納税」によって税に意見や興味を持つようになってほし
いと強く思います。世の中には事業化に向けて準備段階
のものや問題発生により滞っている私たちの生活をより
良くするための公共事業というものが沢山あります。私
たちの選択で、私たちの未来はどんな姿にだって変わり
ます。火星に有人探査機を送りこむことや、地方に新し
く新幹線を開通させること、リニアモーターカーが計画
より早く完成することもあるかもしれません。私の父が
栃木西部・会津南道路が完成することを願うように、人
の数だけ思いがあります。自分で公共事業を選び、納税
によって応援できる推し活のような仕組みがあったらと
ても良いと思います。そして、私は税の作文を書いてほ
んの一部ですが税について知ることができ、「推し活納
税」を通してだけではなく、日々の生活で税に興味を持
ち続けることが大切だと学びました。税の仕組みや使い
道に関心を持ち、未来を自分で選んでいきたいです。
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所得税及び復興特別所得税・贈与税 ⇒ 令和８年３月16日（月）

個人事業者の消費税及び地方消費税 ⇒ 令和８年３月31日（火）
令和７年分の確定申告分の振替納付日

所得税及び復興特別所得税 ⇒ 令和８年４月23日（木）

個人事業者の消費税及び地方消費税 ⇒ 令和８年４月30日（木）

※ 振替納付日の前日までに預金残高の確認をお願いします。

※ 贈与税については、振替納税はご利用いただけません。

令和７年分の申告と納付の期限

税務署における「申告書作成会場」
開設期間 令和８年２月16日（月）～令和８年３月16日（月）

※ 土、日及び祝日を除きます。

※ ただし、３月１日（日）は、東京国税局1階において開催します。

受付時間 午前８時30分から午後４時まで（提出は午後５時まで）
相談時間 午前９時15分から午後５時まで

【マイナポータル連携の詳細はこちら】

マイナポ―タル連携を利用して更に便利に！

確定申告は自宅からスマホで！

【確定申告書作成コーナーはこちら】

    イナンバーカードをご持参ください。

〇　お車での来署はご遠慮ください。

　

〇　入場整理券は、当日、会場で配付するほか、LINEアプリで国税庁LINE公式アカウント
　を｢友だち追加｣していただくことで事前に日時指定の入場整理券を入手できます。

〇　作成した申告書の提出・納付相談のみの方は、入場整理券は必要ありません。
〇　入場整理券の配付状況に応じて、早めに受付を終了する場合があります。

〇　原則スマートフォンで申告書を作成していただきますので申告相談に必要な書類、スマートフォン及びマ

〇　申告書等の提出のみの場合は、税務署に直接お持ちいただくか、郵送でご提出ください。
　※　税務行政のデジタル化における手続の見直しの一環として、令和７年１月から申告書等の控えに収受日
　　付印の押なつを行わないこととしました。
　　　申告書等を書面で提出する際には、申告書等の正本（提出用）のみを提出（送付）していただきますよ
　　う、お願いします。

が必要です！
〇　入場整理券は、当日、会場で配付するほか、LINEアプリで国税庁LINE公式アカウント

会場への入場には

来場される方へのお願い

国税庁ＬＩＮＥ公式アカウントはこちら⇒

品川税務署からのお知らせ

１ 月 ５ 日 （月） ～ ２ 月 １３ 日 （金）  に 税 務 署 で 相 談 を 希 望 さ れ る 方 

ＬＩＮＥによるオンライン事前予約が必要です。当日入場整理券の配付はありませんのでご注意ください。

マイナンバーカードのパスワード２種類も必要です！



8

東京都主税局 HP 
都税の支払い方法 

▶ ▶

東京都主税局ＨP 

申請はこちらからアクセス▶▶ 

東京都主税局 HP
都税の支払い方法

▶ ▶

納期限は、３月２日（月）です。

2 月 10 日(火)

東京都主税局ＨP

申請はこちらからアクセス▶▶

・納税証明（車検用納税証明は除く。） 

・滞納処分を受けたことのないことの証明 

・酒類製造販売の免許申請のための証明 

・23区内の土地・家屋名寄帳 
・23区内の固定資産(土地・家屋)評価証明 
・23区内の固定資産(土地・家屋)関係(公課)証明 
・23区内の固定資産(土地・家屋)物件証明 
・23区内の土地・家屋（補充）課税台帳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 都税だより 品川都税事務所からのお知らせ

《 問合せ先 》 品川都税事務所 ℡03-3774-6666(代)
◎ 納付方法や納税相談に関すること 徴収管理班
◎ 固定資産税・都市計画税に関すること   固定資産税班

安心・便利な 口座振替 Web 申込 で、都税の納め忘れなし！ 

◎２月は、固定資産税第４期分の納期です 

都税が スマホ決 済 アプリ で納付できます 

💡💡 スマホなら今すぐ、納付できます‼
💡💡 納付書に表示されている eL-QRやバーコードを

読み取ることで納付ができます
※ 上記の方法を利用できるスマホ決済アプリは

地方税共同機構 をご覧ください。

※ バーコードを利用する場合、１枚あたりの合計金額が 万円までの納付書（バーコードがあるもの）に限ります。

※ 各納付方法の詳細は、東京都主税局ホームページをご確認ください。

納付書の下部に eL-QR が掲載

💡💡 都税Web口座振替申込受付サービスにて、2月 10日までにお申込みいただくと、 
固定資産税・都市計画税第４期分からの口座振替が可能です。 

口座振替Web申込期限 
（固定資産税・都市計画税第 4期分） 

＜ご利用になれる納付方法＞

◎都税の証明等の申請は、スマホまたは PCで！ 
～かんたん電子申請～ 

・申請フォームへ入力 
・必要書類データを添付します 

手数料の納付後、 
証明書等が郵送で届きます 

来所不要！ 

24時間いつでも申請 

手数料のお支払いはキャッシュレス 

電子申請が可能な証明 

※詳細な手続き、Q＆Aについては東京都主税局 HP をご確認ください。 
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特別区民税・都民税(住民税)の申告について 

本年も住民税の申告をしていただく時期となりま

した。次のことにご注意のうえ、お早めにご申告くだ

さいますようお願いいたします。 

 
 

原則として、令和 8 年 1 月 1 日現在品川区に住所

がある方。 

※ 令和 7 年中に所得がなかった方でも、申告され

ないと、国民健康保険料の算定や、その他行政

サービスを受ける際に影響が出る場合がありま

す。（区内の申告納税者に控除対象配偶者や同一

生計配偶者、被扶養者として申告されている方

は不要です。） 

 
 

１．税務署に所得税の確定申告書を提出する方 

２．令和 7 年中の所得が給与所得のみの方で、勤務

先から品川区へ給与支払報告書の提出がある方 

３．品川区内の申告納税者に控除対象配偶者や同一

生計配偶者、被扶養者として申告されている方 

 
  
 
 

 
。 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 

2 月 16 日（月）から 3 月 16 日（月）まで 

※この期間内の日曜開庁日（３月８日）は、 

申告を受け付けます。 

 
  
【受付時間】  

午前 8 時 30 分～午後 5 時（火曜日は～午後 7 時） 

※郵送による申告も受け付けております。 

混雑緩和のため、郵送による申告にご協力ください。 

【月～金曜日】 

品川区役所 本庁舎 4 階 141 会議室(特設会場) 

※火曜日の午後 5 時～7 時は 4 階税務課 1 番窓口 

【日曜日】※申告期間の日曜開庁日（３月８日）のみ 

品川区役所 本庁舎 4 階 税務課 1 番窓口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問合せ】 税務課課税担当 ℡5742-6663～6 

 

 

 

 

 
 
 

● 申告をしていただく方 

  

   

● 申告をしなくてもよい方 

● 申告期間 

● 受付時間・会場 

個人住民税（特別区民税・都民税）に関するお知らせ 

税 区 
だ よ り 

令和７年度税制改正について ※令和８年度住民税から適用 

◆被扶養者の合計所得金額の引き上げ 

被扶養者の合計所得金額は５８万円以下となり、税法上の扶養親族の合計所得金額が１０万円引き上げられ

ます（４８万円→５８万円）。 

・給与収入の場合（単身）⇒１０３万円以下から１２３万円以下に引き上げ 

・６５歳以上の方の年金収入の場合（単身）⇒１５８万円以下から１６８万円以下に引き上げ 

◆特定親族特別控除の創設 

合計所得金額が５８万円を超え１２３万円以下の１９歳から２３歳未満の親族に対して、納税義務者が受け

られる控除が新たに設けられます（所得に応じて控除額が逓減されます）。また、合計所得金額が９５万円以

下であれば、従来と同様の控除額４５万円が適用されます。（住民税の場合） 

 

◆ 年金所得者の申告不要制度 

公的年金等の収入の合計額が 400 万円以下で、

その他の所得金額が 20 万円以下の場合は、所得

税の確定申告をする必要はありません（所得税の

還付がある場合は、税務署へ確定申告してくださ

い）。ただし、公的年金等の源泉徴収票に記載さ

れた控除以外に控除の適用を受ける場合や、20

万円以下の他の所得がある場合は、品川区へ住民

税の申告をしていただく必要があります。 
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連合会　行事トピックス

●令和7年8月4日　組合長会議が開催されました。
　組合長会議は、品川納連役員と税務行政に携わる国・
都・区の関係官庁ご担当者との会合の場です。今回は、
着任間もない品川税務署長石﨑様をはじめ出席者のご挨
拶・自己紹介また納連の年末までの行事予定について話
し合われました。
　会議の後は、「キャッシュレス納付のご利用」について、
日野統括官による研修会が開かれました。普及も進んで
いるとはいえまだ拡大余地は大きくキャッシュレス納付
普及にご協力いただきたいと結ばれました。

組合長会議 キャッシュレス納付について説明する
日野統括官

●令和7年9月28日　しながわ宿場まつり2日目に納税キャンペーン活動を行いました。
　好天に恵まれ沿道は午前
中から賑やかです。今年は、
酒販連合会のメンバーと合
同でグッズを配りました。

●令和7年10月7日　城南地区協議会（玉川納連）
 　城南地区協議会とは、品川・大森・世田谷・雪谷・
蒲田・玉川・荏原・北沢・渋谷・目黒の各納貯連合会で
構成され年一回の協議会を開催しています。今年度は玉
川納税貯蓄組合連合会が担当、会場は東急大井町線等々
力駅前 玉川区民会館でした。各納連の組織の現状と今
後の取組み等が披露されました。

秋山玉川納連会長挨拶 品川納連からは小野副会長 ・ 毛
塚支部長と倉沢が出席しました。

�

96

出発前の 「ガンバルゾー！」 は
今年は酒販連の皆様とご一緒に！

キャンペーングッズを配る東條会長
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1/30…令和 7 年度税務・納税功労者合同表彰式開催
1/31…納連だより 153 号（本紙）発行
2/1 ～ 3/31…JR 品川駅自由通路への横断幕掲示
2/9…常任委員会開催予定（都税事務所会議室）

2 月上旬…中学生の「税についての作文」優秀作文集発行
3 月 12.13.16 日…品川税務署ロビーで振替コーナー設置
4 月上旬…監査・常任委員会開催（都税事務所会議室）
5/26…第 69 回定期総会開催（品川健康センターホール）

連合会これからの予定

 ●令和7年10月29日　常任委員会
 　近々「税を考える週間」が始まり税務関連行事が続
き ま す。 納 連 の 活 動 も 11/12 の キ ャ ン ペ ー ン 活 動 や
12/10 の作文表彰式の準備などもあって、早めの常任理
事会が開かれました。

冒頭司会を務める戸田副会長 キャンペーングッズ貯金缶の説明を
する原田常任理事

●令和7年11月12日　消費税完納キャンペーン in 大崎
　JR 大崎駅西口に、品川税務署・
品川都税事務所・品川区税務課・
品川納連メンバーが集合し、大崎
駅周辺・さらに不動前商店街まで
の事業者を対象に「消費税完納、
キャッシュレス納付」勧奨して貯
金缶を配布して回りました。

● 令和7年11月13日　「キャッシュレス納付」共同推進宣言を行いました。
　品川税務署主催の納税表彰式の後、
品川税務連絡協議会を構成する税務 6
団体（品川納税貯蓄組合連合会・東京
税理士会品川支部・品川青色申告会・
品川法人会・品川間税会・品川酒販連
合会）は、品川税務署とともに、共同
してキャッシュレス納付の一層の普及
推進をはかることを宣言いたしまし
た。

主催者として署長に向い宣言する東條会長

「キャッシュレス納付」共同推進宣言

品川税務署長　石 㟢 浩 文 様

　社会全体のデジタル化は、国民・企業の利便性を向上させ、行政の 
効率化に資するものであり、その推進は、官民問わず、私たちにとって 
共通の課題です。
　こうした中、私ども品川税務連絡協議会においては、納付のデジタル化、
すなわちキャッシュレス納付の利便性向上や普及促進に向けて、品川税
務署の様々な取組に協力してきました。
　しかしながら、国税のキャッシュレス納付は未だ普及の余地が大きい
状況にあり、デジタル化のメリットをより多くの方々が実感できるよう、
私たちが一層連携し、協力して取り組んでいくことが重要であると認識
しています。
　私たちは、こうした共通認識のもと、「いつでも・どこでも・便利な」 
キャッシュレス納付の一層の普及に向けて、品川税務署とともに、共同
して推進していくことを宣言します。

　 令和 7 年 11 月 13 日

主催者代表
品川納税貯蓄組合連合会

会　長 東   條   辰   夫 

一般社団法人品川青色申告会

会　長 市　川　秀　平

品 　 川 　 間 　 税 　 会

会　長 宮　原　博　昭　

東京税理士会品川支部

支部長 村　田　久　幸

一般社団法人品川法人会

会　長 大　越　達　夫

品 川 酒 販 連 合 会

会　長 石　渡　康　文

キャッシュレス納付共同宣言文

伝えたい情報を確かなメディアに

有限会社 創 文 社
印刷

名刺／冊子／チラシ／ポスター／報告書／

パンフレット／機関誌／帳票／伝票類／

会議資料／封筒各種／はがき／挨拶状

データ加工管理

名簿管理／書類スキャニング／宛名管理／

発送管理／ Webスクレイピング抽出加工／

アンケート集計／住所ラベル

〒 141-0031 東京都品川区西五反田 1-4-1
tel　03-3491-8321　fax　03-3491-8574

https://sobun.co.jp

石﨑税務署長ご挨拶 キャンペーン活動前の集合写真
「ガンバルゾー！」
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令和7年度　受彰者の方々 ─ 受彰おめでとうございます─
（令和8年1月末まで）

● 税務署長納税表彰式（令和7年11月13日）

　品川税務署主催の令和7年度納税表彰式は大井町
「きゅりあん」7階イベントホールで開催されました。
　品川納連メンバーでは、尾針輝男常任理事に署長
表彰、石川光子常任理事に署長感謝状が授与されま
した。また石渡康文�品川酒販連合会会長（当会常任
理事）は東京国税局長表彰が披露されました。

● 東総連 納貯功労者表彰式（令和8年1月23日）

　東京納税貯蓄組合総連合会主催の表彰式は上野精
養軒で開催され、品川納連メンバーでは、近江智美
常任理事、小野寺�亮常任理事がそれぞれ表彰され
ました。

● 令和7年度税務・納税功労者合同表彰式（令和8年1月30日）

　品川区と品川都税事務所合同による「税務・納税
功労者合同表彰式」は大井町「きゅりあん」で開催
され、品川納連では都税事務所長感謝状に原田常任
理事、区長表彰に渡辺副会長・区長感謝状は青海常
任理事・石川常任理事にそれぞれ授与されました。

謹んで新春のお慶びを申し上げます。皆様はこ
の年末年始をどのようにお過ごしになりまし
たか ? 
　2026年は60年に1度巡ってくる丙午の年。
十二支の成り立ちは、万物を「陰」と「陽」に
分ける「陰陽説」と、また「木」「火」「土」「金」

「水」の要素で成り立つ「五行説」を組み合わ
せた「陰陽五行説」を干支に当てはめ、そこに
12種の動物を当てはめたもので、今年は五行
の火、そして陰陽の陽 = 兄（え）で「ひのえ」
の午です。火は情熱や変革・再生を、馬はスタ

ミナや行動力・躍進を意味すると言われています。
　昨年は高市内閣が発足、女性初の首相の誕生に、新
たな日本の幕開けを感じました。また、「働いて働い
て働いて働いて働いて参ります」という言葉が年間流
行語大賞に選ばれたことは記憶に新しいと思います。
2026年は情熱に満ちた新総理のもと変革・飛躍・再
生する1年となることを期待しつつ、個々人にとって
も挑戦・飛躍の1年になる事を願っています。私個人
も微力ながらも皆さまのお役に立てるよう駑馬に鞭

打って働いて参る所存です。
　さて、品川区では、物価高騰対
策として国が示した3,000円に加
え、区独自に2,000円を上乗せし
5,000円分のギフトカードを全区民
に配布することとなりました。そ
の財源は区民の皆さまの納税によ
るものです。日頃からしっかりと
納税がなされているからこそ、このような施策が行え
るのだと実感しています。私ども納連は、皆さまがよ
り便利に確実に税を納めることのできるキャッシュレ
ス納付を推進する活動をしています。銀行に行く手間
がなく、いつでもどこでもインターネット上の「国税
クレジットカードお支払いサイト」から納付ができ大
変便利になっておりますので、ご活用いただければと
思います。キャッシュレス納付も年々普及してきてお
りますが、是非お友達やご家族にも勧めていただけま
すと幸いです。私共も引き続き啓発活動に尽力して参
りますので、宜しくお願い致します。
 記　澤田えみこ

編
集
後
記

納税表彰式で 左から石川さん ・ 会長 ・
税務署長 ・ 尾針さん ・ 石渡さん

渡辺副会長原田常任理事 青海常任理事 石川常任理事

小野寺常任理事近江常任理事
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第153号　品川納税貯蓄組合連合会　令和8年1月31日

酒館
内 藤 商 店

代表取締役社長　東　條　辰　夫

品川納税貯蓄組合連合会
会 長　東　條　辰　夫

〒141-0031　東京都品川区西五反田5-3-5
TEL 03-3493-6565
FAX 03-3491-1488

謹賀新年
品川納税貯蓄組合連合会

会 長　東　條　辰　夫
顧 問　千 葉 　 進

 副会長 角 田 善治郎 副会長 𠮷 野 主 計 副会長 鈴 木 真 澄
 副会長 渡 辺 弘 章 副会長 髙 田 伊久子 副会長 戸 田 達 夫
 副会長 小 野 正 彦
 大崎地区支部長 毛 塚 あや子
 大井地区支部長 尾 針 輝 男   
 品川地区支部長 芳 賀 光 弘   
常任理事 原 田 大 輔 常任理事 小野寺　亮 常任理事 角 田 美枝子
常任理事 谷 　 正 敏 常任理事 芹 澤 裕次郎 常任理事 古 谷 憲 一
常任理事 石 渡 康 文 常任理事 石 川 光 子 常任理事 小 林 慎 司
常任理事 倉 沢 弘 道 常任理事 沢 田 えみこ 相談役兼監事 伊与田 正 志
常任理事 今 田 知 敬 常任理事 加 藤 　 肇 女性部副部長 栁 　 桃 代
常任理事 青 海 武 善 常任会計 小 泉 　 暢 女性部副部長 木 暮 靖 子
常任理事 近 江 智 美 常任理事 謝 　 春 男
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創業125年以上の経験とノウハウを生かし、お客様の荷物を安心、安全、確実に配達いたします。

http://www.ono-unso.co.jp/
TEL 03-3474-2081  FAX03-3474-2838

関東圏を中心に危険物の配送及び保管と、産業廃棄物の回収処分を専門に扱っています。

129
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第153号　品川納税貯蓄組合連合会　令和8年1月31日

東京都知事免許（14）第19477号 （公社）全日本不動産協会会員（公社）不動産保証協会会員

〒141-0031 東京都品川区西五反田１丁目１１番８号大成ビル6階

TEL 03-6420-0240 / FAX 03-6420-0241

E-mail info@taisei-hc.co.jp HP https://taisei-hc.co.jp

１９７１年創業、安心第一・即対応・臨機応変を心がけて対応致します。

不動産売買・賃貸管理・リフォームのことならお気軽にご相談ください。

株式会社 大成ハウジングセンター

薬局しなやく
地域に根付いた医療へ
品川区西五反田 3-6-6　高齢者複合施設１F

営業時間：月・火・水・金 9：00 ～ 19：00
　　　　　　　　木 10：00 ～ 19：00
　　　　　　　　土 9：00 ～ 17：30
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